
エ
ラ
シ
ス
ト
ラ
ー
ト
ス
は
動
脈
と
肺
静
脈
に
は
血
液
は
な
く
、
空
気

が
流
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
ガ
レ
ノ
ス
は
動
脈
に
針
を

刺
し
て
、
血
液
が
出
る
こ
と
か
ら
、
動
脈
に
血
液
が
あ
る
と
考
え
て
い

た
。
だ
が
、
血
液
循
環
と
い
う
考
え
方
に
は
到
っ
て
い
な
か
っ
た
。

「
腸
か
ら
吸
収
さ
れ
た
栄
養
分
を
も
つ
血
液
は
門
脈
を
へ
て
肝
に
は

い
り
、
こ
こ
で
「
自
然
精
気
」
が
血
液
に
加
え
ら
れ
る
。
血
液
は
す
べ

て
肝
で
生
じ
、
静
脈
の
中
を
行
き
つ
戻
り
つ
す
る
。
そ
の
血
液
が
大
静

脈
を
へ
て
心
臓
の
右
側
に
達
す
る
。
そ
こ
か
ら
肺
に
い
た
り
血
液
の
な

か
の
不
純
物
が
外
に
出
さ
れ
て
き
れ
い
に
な
っ
た
血
液
が
肺
動
脈
を
と

お
り
心
臓
の
右
側
に
戻
る
。
右
心
室
か
ら
血
液
の
一
部
が
中
隔
の
小
孔

を
通
っ
て
左
心
室
に
ゆ
き
、
こ
こ
で
肺
か
ら
肺
静
脈
を
へ
て
心
臓
の
左

側
に
達
し
た
外
界
の
プ
ネ
ウ
マ
と
会
っ
て
「
自
然
精
気
」
を
「
生
命
精

気
」
に
変
え
る
。
左
心
室
か
ら
で
て
全
身
に
ゆ
き
わ
た
る
動
脈
は
、
こ

の
「
生
命
精
気
」
と
血
液
を
運
ぶ
の
で
あ
る
。
そ
の
一
部
が
脳
に
至
っ

て
「
動
物
精
気
」
と
な
り
、
そ
れ
が
神
経
に
よ
っ
て
全
身
の
諸
器
官
に

分
か
た
れ
る
。

こ
の
ガ
レ
ノ
ス
の
理
論
は
従
来
、
一
五
五
三
年
の
セ
ル
ベ
ト
ス
、
一

派
が
出
る
ま
で
の
間
約
三
百
年
間
の
主
流
派
と
な
っ
た
。

（
平
成
八
年
二
月
例
会
）

ハ
ー
ヴ
ェ
ー
以
前
の
血
液
循
環
理
論
に
つ
い
て藤

倉

郎

五
五
九
年
の
コ
ロ
ン
ボ
、
一
五
七
一
年
の
チ
ェ
ザ
ル
ピ
ー
ノ
等
に
よ
っ

て
肺
循
環
理
論
が
発
見
さ
れ
、
つ
い
で
ハ
ー
ヴ
ェ
ー
に
よ
っ
て
一
六
二

八
年
「
動
物
に
お
け
る
心
臓
と
血
液
の
運
動
の
解
剖
学
」
に
よ
っ
て
血

液
循
環
理
論
が
確
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
一
九
二
四
年
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大
学
医
学
部
の
エ
ジ
プ
ト
出

身
の
若
い
ア
ラ
ビ
ヤ
人
、
ア
ト
・
タ
タ
ウ
ィ
が
、
ハ
ー
ヴ
ェ
ー
よ
り
も

四
○
○
年
も
前
の
一
三
世
紀
カ
イ
ロ
の
イ
ヴ
ン
・
ナ
フ
ィ
ス
が
肺
循
環

理
論
を
発
見
し
て
い
た
と
い
う
学
位
論
文
を
提
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

イ
ヴ
ン
・
ナ
フ
ィ
ス
に
つ
い
て

イ
ヴ
ン
・
ナ
フ
ィ
ス
は
一
二
一
○
年
ダ
マ
ス
カ
ス
に
生
ま
れ
た
。
ア

ラ
ビ
ア
の
医
学
史
家
で
眼
科
医
の
ウ
サ
ィ
ビ
ア
は
同
じ
く
ダ
マ
ス
カ
ス

に
一
二
○
二
年
に
生
ま
れ
て
い
る
。
二
人
は
医
学
校
も
同
じ
で
あ
り
、

同
じ
病
院
の
同
僚
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ヌ
ー
リ
ー
病
院
の
医
長
イ
ブ

ン
・
ア
シ
・
ダ
フ
ワ
ー
ル
が
二
人
の
師
で
あ
っ
た
。
二
人
は
や
が
て
カ

イ
ロ
の
ナ
ー
ス
リ
イ
病
院
に
移
っ
た
。
し
か
し
僅
か
な
月
日
の
後
ウ
サ

ィ
ビ
ア
は
、
華
や
か
な
カ
イ
ロ
の
街
を
離
れ
て
、
シ
リ
ヤ
の
砂
漠
へ
い

き
、
シ
リ
ヤ
大
公
に
仕
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ウ
サ
ィ
ビ
ア
の

「
医
師
列
伝
」
は
三
九
九
人
の
ア
ラ
ビ
ヤ
の
医
師
の
伝
記
を
書
い
た
も

の
で
一
二
四
五
年
に
完
成
し
て
お
り
、
ョ
１
ロ
ッ
パ
に
も
伝
わ
っ
て
有

名
で
あ
る
が
、
イ
ヴ
ン
・
ナ
フ
ィ
ス
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
ナ
フ
ィ
ス

は
長
い
間
ナ
ー
ス
リ
イ
病
院
の
医
長
を
つ
と
め
、
カ
イ
ロ
の
医
師
の
長

の
職
を
果
た
し
、
講
義
を
続
け
た
。
ウ
サ
ィ
ビ
ア
は
自
分
よ
り
若
い
出

世
し
た
ナ
フ
ィ
ス
に
会
う
こ
と
が
な
か
っ
た
。

他
の
伝
記
作
者
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
ナ
フ
ィ
ス
は
背
が
高
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く
、
や
せ
型
で
、
細
面
の
上
品
な
学
者
ら
し
い
顔
を
し
て
い
た
。
医
師

の
ほ
か
に
、
法
律
、
文
法
学
、
論
理
学
、
哲
学
に
つ
い
て
も
書
い
た
り
、

教
え
た
り
有
名
な
法
律
学
者
で
も
あ
っ
た
。
ア
ビ
セ
ン
ナ
と
同
じ
く
ら

い
優
れ
た
医
師
で
あ
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
の
若
い
医
師
に
ガ
レ
ノ
ス
や
ア

ビ
セ
ン
ナ
の
著
作
を
て
ほ
ど
き
し
、
暗
記
す
る
ほ
ど
に
熟
達
し
て
い
た
。

し
か
し
、
権
威
に
無
批
判
に
従
っ
て
い
た
訳
で
は
な
か
っ
た
。
「
ガ
レ
ノ

ス
の
表
現
を
あ
ま
り
高
く
評
価
せ
ず
、
そ
の
弱
さ
や
背
後
に
何
も
な
い

そ
の
回
り
く
ど
さ
を
批
判
し
た
。
種
々
の
動
物
の
身
体
構
造
に
は
違
い

が
あ
る
。
比
較
解
剖
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
違
い
に
注
目
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
」
と
い
っ
て
多
く
の
著
書
を
書
い
た
。

彼
の
著
書
の
「
ア
ビ
セ
ン
ナ
の
カ
ノ
ン
の
解
剖
学
へ
の
注
釈
」
の
な

か
に
カ
イ
ロ
の
ア
ト
・
タ
タ
ウ
ィ
は
肺
循
環
の
論
述
を
確
認
し
、
博
士

論
文
に
提
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
『
ア
ビ
セ
ン
ナ
の
カ
ノ
ン
の
解
剖
学
へ

の
注
釈
」
は
ラ
テ
ン
語
に
翻
訳
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ア
ラ
ビ
ヤ
の
書
誌

学
者
の
間
で
は
有
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
コ
ピ
ー
が
ベ
ル
リ
ン
、
パ
リ
、

ボ
ー
ト
リ
ア
ン
、
エ
ス
ク
リ
ア
ル
の
四
か
所
に
あ
り
、
更
に
ダ
マ
ス
カ

ス
、
ペ
ル
シ
ャ
の
二
か
所
に
も
あ
っ
て
こ
れ
ら
を
検
討
し
て
、
ハ
ダ
ッ

一
、
ガ
レ
ン
の
い
う
よ
う
に
心
室
中
隔
に
は
孔
は
な
く
、
厚
い
。

二
、
血
液
は
肺
動
脈
か
ら
肺
に
い
き
、
惨
出
し
て
空
気
と
混
合
し
ゞ
浄

化
さ
れ
肺
静
脈
を
通
っ
て
心
臓
の
左
側
に
達
す
る
。

三
、
肺
動
脈
は
壁
が
厚
く
二
重
構
造
で
あ
り
、
肺
静
脈
は
壁
は
薄
く
単

構
造
で
あ
る
。

四
、
肺
は
細
気
管
支
、
肺
動
脈
枝
、
肺
静
脈
枝
が
粗
い
多
孔
性
の
物
質

ス
、
ペ
ル
シ
ャ
の
二
か
所
に
も
あ
つ
－

ド
ら
は
次
の
よ
う
に
要
約
し
て
い
る
。

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
江
戸
参
府
旅
行
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
鎖
国
日

本
を
定
期
的
に
旅
す
る
唯
一
の
機
会
で
あ
り
、
鎖
国
下
の
日
本
人
が
ョ

－
ロ
ッ
パ
人
を
観
察
し
、
接
触
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た
。

往
路
・
復
路
に
お
い
て
、
一
宿
一
泊
の
大
多
数
の
宿
は
さ
て
お
き
、

往
路
・
復
路
と
も
に
何
日
か
宿
泊
し
た
定
宿
、
す
な
わ
ち
、
江
戸
・
京
．

大
坂
・
下
関
・
小
倉
、
五
都
市
の
「
阿
蘭
陀
宿
」
は
、
鎖
国
時
代
、
長

で
つ
な
が
っ
て
い
る
。

五
、
肺
動
脈
は
肺
に
栄
養
を
与
え
る
他
に
血
液
と
空
気
を
混
合
し
て
動

物
精
気
を
与
え
る
。

六
、
心
臓
は
動
物
精
気
を
つ
く
り
そ
れ
を
全
身
に
お
く
る
。

七
、
心
臓
は
右
心
室
で
栄
養
さ
れ
る
と
い
う
の
は
間
違
い
で
、
冠
動
脈

が
あ
る
。

八
、
肺
静
脈
は
煤
で
満
た
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
肺
か
ら
血
液
で

満
ち
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ナ
フ
ィ
ス
の
肺
循
環
理
論
は
極
め
て
論
理
的

で
あ
り
、
時
代
を
越
え
た
畑
眼
に
は
驚
嘆
の
ほ
か
は
な
い
。
原
書
に
よ

っ
た
更
な
る
研
究
の
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
平
成
八
年
川
Ⅱ
例
会
）

オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
の
住
友
銅
吹
所
見
物
と
饗
応
・
贈
答

片

胴

男
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